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れることが多い。私はその根本にある
ものこそが、日本の交通戦争を終わら
せた要因であると考えている。すなわ
ち「交通安全」への精神が日本国民ひ
とりひとり、社会の隅々にまで根付い
たということである。
　もちろん信号機の設置や各種の交通管
理システム(ＵＴＭＳ)、列車運行管理シ
ステム(ＰＴＣ)といった各種インフラの
整備が一役買っていることは確かだ。
　しかし「緑のおばさん」の愛称で知ら
れる学童擁護員の方々や交通安全協会、
そして多くのボランティア団体の方々が
果たしてこられた役割こそが大きな役割
を果たしたのではなかろうか。
　いくらインフラを整備したところ
で、整然とした整列乗車なくして公共
交通機関の定時運行はあり得ないし、
国民の交通ルールを守る意識なくして
事故発生は防げないのだから。

　今日のアジア新興国の交通環境は、
交通戦争に苦しんでいた40年前の日

　現在、ベトナムにおける１年間の交
通事故死者数は、統計によっても違う
がおよそ9,500～12,000人であると見
られる。タイは２万6,000人、インドネ
シアはさらに多く約３万人となってい
る。実に痛ましいことだ。タイ保健省
は交通事故による死者の数を毎年７％
減らし、2020年までに年7,000人以下
とする目標を打ち出してはいるが、こ
のままでは達成の見込みはない。
　原因を挙げれば切りがないが、その
根本に都市への人口集中があることは
間違いない。経済の成長過程で、雇用
が拡大する都市に人口が集中するのは
当然のことである。人口が増えれば生
活インフラの整備も進み、消費も拡大
しさらなる人口集中を招くのである。
　問題となるのは交通状態の悪化だけ
ではない。ひとたび災害が都市を襲え
ば被害は甚大なものとなり、都市機能
の麻痺、ひいては国家経済の破壊を引
き起こす。2011年に発生したタイの大

洪水や、昨年フィリピンを襲った激甚
台風を見てもそれは明らかであろう。

　さて我が国における2013年の事故
死者数は4,611人であった。もちろん
ひとりひとりの犠牲者・遺族の方々に
とっては大変に痛ましく哀しい出来事
であるが、国全体として見れば13年
連続で減少していることは、悲劇の減
少という意味で良い方向に進んでいる
と言えるだろう。
　ただ我が国も昔から交通事故による
死亡者数が少なかったわけではない。
1970年には年間１万6,000人を超え
る犠牲者が発生し「交通戦争」などと
言われたものだ。１万人を切ったのは
つい1996年のことである。
　では何故、日本は交通事故者数をこ
れほどまでに減少することに成功した
のか。
　日本を訪れた外国の方が驚き感嘆す
る事象として「定時運行される公共交
通機関と利用者の整列乗車」を挙げら
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本の姿である。事故だけではない。
人々の身体を蝕むＰＭ2.5、５m先す
ら見えないほど悪化する大気汚染。こ
れら環境問題は中国だけでなくベトナ
ムやインドでも深刻化しつつあるが、
我々が光化学スモッグに苦しんだこと
もそう古い記憶ではない。そうしたも
のを克服してきた我々のノウハウは、
必ずやアジアの新興国に必要とされる
筈である。
　ひとつはもちろんインフラ整備が挙
げられる。どの国においても大きいの
は鉄道整備を求める声であり、多くの
日本企業が協力している最中である。
　しかし東日本大震災において我々自
身が体験したように、鉄道インフラは
線路網がひとたび寸断されれば復旧に
長期間を要し、その間は麻痺すること
になる。都市生活者の生活を支える物
流が損なわれれば住民のパニックを誘
因しかねない。鉄道への過重な依存は
危険である。
　とくにベトナムでは、雨期には河川
の氾濫や集中豪雨により道路の冠水は日
常的となっており、根本的な治水工事が

成されるには長い年月
を要することだろう。
そうした状況を鑑みる
と、ベトナムにおける
公共交通機関としては
バスが適しているので
はないだろうか。バス
であれば、迂回が可能
で自然災害時にも復旧
に時間やコストがかか
らずに済むであろう。
　そこで私は日本の
協力の下に、ベトナ
ムに国産バス産業を
創生することを提案
したい。アベノミク
スが一定の成果を生
んだとはいえ、日本
政府は画期的な経済
戦略が打ち出せてい
ない。ベトナム側も
国産乗用車の生産を
念願にしているが、
成功を危惧する声が
多いのは周知のこと
であろう。

　日本政府によるＯＤＡを活用しつ
つ、日本企業の資本と技術によりバス
の現地生産を行うというものだ。ベト
ナム政府にも工場用地の提供などの協
力を要請したい。
 生産するのは従来のバスではない。
日本式のより安全性が高く環境にも配
慮したタイプである。
　加えて日本の交通安全に関するシス
テムや理念を輸出するぐらいのことを
しなければ、アジアの交通事情を解決
することは難しいし、日本に新しい太
陽が昇ることもないのではなかろうか。
　最近注目されている「バス・ラビッ
ト・トランジット」と呼ばれるバスに
よる都市大量旅客高速輸送システムに
ついて、私は具体的な構想を持ってい
る。詳しくは次回に譲りたい。

　話はガラリと変わる。いよいよ東
京オリンピック開催に向けた準備が始
まろうとしている。まだ先のように思

うが、開催はわずか６年後のことであ
る。オリンピック施設の充実だけでな
く、いかに直下型大地震に対する東京
に生まれ変わらせるかが大きな課題と
なるであろう。
　さて、そこで深刻化が懸念されるの
が建設・土木業における労働者不足で
ある。
　建設業界は長い不況のなかで人員の
リストラを迫られてきたが、東日本大
震災の復興需要により一転して労働者
不足とそれに伴う労働賃金の高騰に悩
まされている。そこに東京オリンピッ
クの需要が重なるのだから、問題はよ
り深刻化しよう。
　政府も2015年春をめどに時限的な
措置として、技能を持つ外国人労働者
の受け入れを拡大する方針で具体策の
検討に入ったところである。
　しかし現状のまま枠だけを拡大して
も意味がないのではなかろうか。現在
の外国人技能実習制度では受け入れ期
間は３年間に限定されているが、最低
でも５年間に拡充して欲しいという声
を私も多く聞いている。
　資格についても同様だ。例えば今日
もインドネシアやフィリピンなどから
看護師を受け入れているが、現状では
その数は決して多くない。障害となっ
ているのは資格や日本語能力である。
日本はこれから本格的な少子高齢化の
時代を迎えることになり、介護問題は
より深刻さを増すであろう。介護で
もっとも必要となるのは資格や技術で
はなく、温かいホスピタリティの精神
ではなかろうか。
　もちろん日本人としてのアイデン
ティティを保持することは大切であ
る。かつて日本が近代化するなかで
「和魂洋才」という言葉が用いられ
た。日本人の精神性とアジア諸国の持
つそれは、いわゆる「西洋」に比べれ
ば遙かに高い親和性を持つはずだ。日
本がアジアの一員として生きていくこ
とを受認するのであれば、アジアンス
タンダードとも言うべき共有できる
新たな価値観を作り出し、受け入れる
べきだ。その創生に大きな役割を果
たすのは間違いなく日本であると考
えている。　
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